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第１回鹿島市下水道事業審議会

令和６年２月５日 (月)

~ 下水道事業会計について~
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１. 地方公営企業

企業的な事業サービスであり、その効果が特定の
利用者に帰属する事業

住民の福祉を増進するため、各種の財・サービ
スによる便益を提供する行政活動



２．下水道事業の原則 (雨水は公費・汚水は私費)

下水道事業費

雨水にかかる経費 汚水にかかる経費

雨水は自然現象に起因し、雨水排除に

よる受益が市民に広く及ぶ。

汚水は、汚水の原因者及び下水道使用

者が明らかであることから、受益の範

囲は使用者に直接つながる。

⇒『公費(税金)で賄う』

※  合流式下水道に比べ建設コストが割高になる分流
式下水道に要する経費の一部などは、公的な便益も
認められることから公費により負担。

出典：「一般会計繰出基準（総務副大臣通知）」

⇒『私費(下水道使用料)で賄う』

※ 一部公費も認められている



② 系統別接続件数･有収水量および下水道使用料収入実績
令和５年３月末時点

３．鹿島市の下水道使用料の状況

「下水道使用料」

公共下水道に接続した場合、水道の使用

量に応じて、下水道使用料が計算され、

水道料金と同時に請求されます。

(井戸水による使用料も同じ)

① 鹿島市の水量区分別下水道使用料
（単位：円／2ヶ月･1期・税込）

水量区分 使用料

２０㎥ 2,310円

４０㎥ 5,280円

６０㎥ 8,690円

１００㎥ 16,610円

系 統 接続件数(件) 有収水量(㎥／年）

家庭系 約 3,500 650,000 

事業系 約 500 280,000 

合 計 約 4,000 930,000 

使用料合計 約150,000 (千円／年･税込)



４．汚水処理費の内訳

資本費(約4.5億円) 維持管理費(約2.5億円）

（固定費） 変動費 需要家費

汚水排出量に関係なく、下水道施設の規模
に応じて固定的にかかる経費

(減価償却費､企業債利息など)
施設整備にかかる費用など

汚水排出量に応
じてかかる経費

(動力費･光熱水
費･薬品費･修繕
費など)

下水道使用料
の徴収にかか
る経費

(下水道使用料
徴収業務委託
料など)

下水道事業費（約10億円）

雨水対策に要する経費
(約3.0憶円)

汚水処理に要する経費
(約7.0憶円)

令和5年3月末時点



操出金
（市税等）

市 民
下水道利用者

下水道事業
市

（一般会計）

市 税

一般行政
サービス

下水道使用料

公衆衛生

５．下水道事業費負担の主体

負担増



基準外操出金
(1.2億円)

６．下水道事業費と財源

下水道事業費（約10億円）

雨水対策に要する経費
(約3.0憶円)

汚水処理に要する経費
(約7.0憶円)

汚水処理に充てる財源（約７.0億円）

補助金等
(約2.0憶円)

操出金
(約3.5億円)

下水道使用料
(約1.5億円)

基準内操出金
(2.3億円)

経費に充てることを認められておらず自治
体独自の政策として費用に充てる市の税金

分流式下水道に要する経費など下水道事業
費用に充てるこが認められた市の税金



７．鹿島市河川の水質改善と下水道普及率



８．経営基盤強化の取組み

【平成30年度以降の経営環境の見通し】

○ 人口減少に伴う下水道接続人口の伸び悩み

○ 昭和後期から平成初期に整備した施設の老朽化

【継続的かつ安定的な経営実現の取組】

平成29年 3月 鹿島市公共下水道事業経営戦略

令和 2年 4月 公営企業会計（地方公営企業法の適用）
令和 2年 7月 下水道事業における収支構造適正化に向けた取組

の推進についての留意事項（資料1-10）（国交省通知）
令和 ４年 1月 経営戦略の改定推進について（総務省通知）
令和 ５年10月 鹿島市公共下水道事業経営戦略の見直し
令和 ６年 ２月 鹿島市下水道事業審議会への諮問



９．基準外操出金縮減例（収支構造の適正化）

資本費(約4.5億円) 維持管理費(約2.5億円）

補助金等(約2.0億円) 基準内操出金(約2.3億円) (約1.2億円) 下水道使用料(約1.5億円)

汚水処理に要する経費(約7.0億円)

基準外操出金

(約1.2億円)
下水道使用料（約2.7億円）

＋80％
基準外
操出金

下水道使用料（約2.1億円）
＋40％
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